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　 滿洲國産 タイ リ ク カ ブ ト ヱ ビ 珈 麗 si・nen ・sis　UENo に就 きて は 既に 上 野釜三 博士 に 依 りて 報

告 された り（1925，

t27
，

’35）。同博士 の 教示 に よれ ば ， 本種は南滿洲及 び支那 に 分布す。

　 筆者は本年（1937）， 奉天 神肚外苑 の 池 に發生 した る タ イ リク カ ブ トヱ ビ に就 きて 若干 の 觀

察 を爲 した る に 依 り茲 に 報告 せ ん とす。本第ユ報は 7 月 1 日 よ り24 日 に 至 る觀察を含み ，　 8

月 1 日以 後 の 調査 は第 2 報 に 譲 る。

　 本報 を草する に際 し， 本文閲讀の 勞を執 られ 又種名其他 に就 き て 懇篤な る教示 を與 へ られ
’
た る 京都帝國大學理 學部講師上 野釜三 博士 に衷心 よ り拜謝す 。 徇ほ池 の 調査 を許可 され た る

奉天紳就山内祀夫氏並 に 調査 採集及び個 體測定 に援助 され た る桑野喜八 郎 ・北野永爾氏 に 感

謝 の 意 を表す、

　　　　　　　　　　　　II． 奉 天 紳 肚 外 苑 池 の 概 觀

　 タ イ リ ク カ ブ トヱ ビ の 棲息せ る奉天紳肚は奉天附蜀地 の 東北部 に 位 し ， 紳祗の 西部 に 接す

る外苑 に池 あ りて ， 水 は 池の 北部約％ m を距 つ る掘拔井戸 に 依 りて 給せ らる。奉天棘祗の 山

内祀夫氏 の 談に依れ ば
， 木年は 6 月初 め貯水 し初 め た る もの に し て

， それ 以前 に は池 に 貯水

な く， 底部 は乾燥 し子 供 の 遊 び場な りしと

云 ふ 。筆者が初 め て タ イ リ ク カ ブ トヱ ビ を

發見 した る 明 1 日鯲 ける池水 の 深度は
謙

鑾覊軈飜霾1灘
水 は黄土 を浸透 し去 り， 貯水 容易な らす と

云 ふ 。 池中及び 池 の 周邊 部 に は ミ ヅ ビ ヱ

Eehinoe］｝loci　cr’u，s−．qαlli　BEAUv ，　sub ：p．　geri｝uint ．v

H6NDA 良 く繁茂せ り。
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 第 1 圃　奉 天 脚祗外苑 を西南 よ り望 む

　 タ イ 耳ク カ ブ トニ ビ の 夥 し く棲息す る は　　　　　 くVIII 　6　
’37）　 〔木場撮影〕

池 の 東部 に して ，掘抜井戸 よ D水 の 注入す る附近（池 の 西部）に て は 7 月 1 口 に 1 成龍 を認 め

た るの み な り。棲息場 所の 水 温は 注入 す る 地 下 水 に比 して 著 し く高温 に して ，7 月一1．： ・中旬
’

2） 逡 藤 隆 弐博 士 の 敏 示 に 依 る ， 茲 に 謝意 を 表 す．
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に 於け る午後 の 水温 に等 し く，水 は略 々 中性を示 せ り

（第 1 表 ）a

　　 　 　 　 　　 　 　 　第 1 表

月　　 目

1．VII2

．VII13

．VII

時 　 　 刻
h．1n，

氣　　温
　 C°

15．  015

．1014

．00

30．δ

28．83

 ．0

水 　 　 温
　 c° P1正

27．830

．833

．  （10．0）

7ユ

6．6（6．0）

括弧 内 は 掘抜井戸 よ り 出つ る 水 の 温度 ， pH を 示 す．

　7 月 2珊 に は 22 口よ 砂の 斷水 に 依 りて 貯水 は殆 ど涸渇

し， 池 の
一少部分 に極 く小量 の 水溜 を殘 せ る の み に し

て
， タイ リク カ ブ ト ヱ ビ の 死 骸の 散在せ る を見た り。

　　　　 IIL タ イ リ ク 、カ ブ トヱ ピ の 記 載

　Apus 　sinensis 　UfiNO タイ リク カ ブ トヱ ビ

　」郷 s 搬 編 薦 餾 var ．　sine，nSl：s
，
　U 愈 o

，
1925

， 動雜 ，
31

C443），
　 p，431； U 愈 o

，
1927

，
　Me 皿 ，　Coll．　Sci．

，
　Kyoto 　Imp ，

UIliv，，（B ），
2 （5 ），　P．265，　PL　29

，
　 fig．33．

第 2岡　奉 天 神祚外苑 の 池 の タ

イ リ ク カ プ ト ヱ ビ 棲 息所 ：前方

の 人物 は 桑野氏 ， 後方は 筆者

（VII 　2／37）　 〔北 野撮影〕

　Ap ？4s　numidicus （ill　part．），
　USNo

，
1935

，
　 Phyllopods　of　Jehol

，
　P．4．　　　　　　

．

　タ イ．y ク カ ブ トヱ ビ の 形態 に就 き て は上 野博士 の 報丈 （1925，　 t27
，

’35）に 詳細 に記載 しあ

れ ば ， 本篇に て は主 と して 各部 の 變異 に就 き て 蓮べ ん。以 下 の 記載及 び測 定は生 の 材料 に 就

きて な せ る もの に し て ，體各部の 測定は 200個體に就 き て 彳，ぴ ， 雌雄 の 比 の み は 全 採集個軆

に就 ぎて 算出せ り。

　背殻 Carapace は 略 々 圓形 に して 中央背稜部 に 於 け る長さは 略 々 最大幅に 等 し く， 手滑 に

して 背稜 を中心 と して 左右 に 體を包 むが如 く擴 が り， 色 は線褐色 を呈 す。 雌 の 背殻は 背稜 よ

り殼の 外縁 に 至 る部分が 腹部 に 著 しく彎曲 し，色 は雄 よ りも濃 く暗線色 を呈 し ， 背殻腹面 の

頭端近 を部分帥ち Sub −frOntal　plate は 黄緑色 を帶ぶ 。雌 に て は 其他 の 部分 に於 て も一rVic
色濃 く， 肢の 先端 に 近 き部分 は黄緑色 を呈 す る に よ Jl， 生時 に は其色彩 と背毅 の 彎 曲程度 に

依 砂て雌雄 を區別する こ と容易な り。

　背殻に被は れ ざ る體節數は變異 に 富め り。雄 に て は最少 21節 よ P 最 多 28節 に 及 び ， 干 均

24．8飩 ，
1node は 25節 に し て ，24− 26篩 の もの 雄總數 の 65 ％ を占め ，

』
雌に 於 て は 最少

一一
最多

15− 25
，

7F 均 22．5節，　 mode は 23 節に して ，22− 24節の もの 雌總數 の 73％ に あた り，概 し て

雌 の 露画體節數は雄 に於 ける よ りも尠 し（第 2 表）。

　か くの 如 く露 出體節數 の 變化 多 き故 ， 儺長 と背殻 の 中央背稜部 の 長 さ と の 割合が 著 し く異

れ り。雄 に て は，n 。、106 に於 て ， 殻長對體 長 の 比 1：1，5 に し て 背殻 の 長 さが 背殼 に被はれ

ざる體長 よ り稍 々 長 く，n ・・．10
，
22

，
30

，
31

，
39 等 IC於 て は背殻 の 長 さが 背殻 に 被は れ ざ る

部分 と等 し く，
．nos ．33

，
44，．69， 74 に て は 背殻 の 長 さは背殻 に 被 はれ ざ る體長 よ り短 く，殼

長對體長 の 比 1 ：2．3 な り。

’
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箪 　 2　 表

雄 雌

i 背殻 に 皴 は れ

｝ ざ る 體 節 數
個 鰍 浮攣懿 i釀 瀦 鼓
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、1

個 蹠 際 攣懿 i
　 21

　 22

　 23

　 24

．2526

　 ［728

21014

拍

％

2082

2，0％

lLO ”

14．レ ’

19．2　fr252

〃

2（1．e ，，

8．レ ’

2．0 〃

151617181920

飢

22

嬲

2425

1

11

99計合

207101　

1

　

23

り回

4

1合 計 98

LO ％

LOF ’

1．0 〃

2．0〃

10．2tr7

．2 〃

2L4 ・ノ

30．6ff2L4

〃

4．1 〃

　雌 に て は 110s．］45 ， 163 等 に 於 て 殻

長對 體長 の 比 ユ；L4 に し て 背穀の 長 さ

が 背殼に 被は れ ざ る體長 よ り稍 々 長

く， nos ，43
，
119

，
124 等 に 於 て は背殼

の 長 さが 背殼 に 被 は れ ざ る部分 と等 し

く，lle．41 に て は 背殻 の 長 さは 背殼 に

被 はれ ざる體 長 よ Jl短 く ， 穀長封體長

の 比 1 ：2ユ な り。

　次 に 背殻 長對體長 の 比 と個 體數と の

關係 に就 て 見 る に
，雄 に 於 て は 比 1 ：ユ．9

− 2．2 個體は 雄總數の 85 ％ を占め
，雌 に

て は 比 1；ユ．7− 1、9 の 涸鱧 は雌總數 の 79

％ に あた り， 比 1 ：／．4− 1．9 の もの は雌

總 數の 93 ％ を占め ， 雌 の 背殻長 は雄 に

比 し て 稍 々 長 し（第 3圏 ， 第3表）。

第 3 圖　横 軸 は 盟 長 の 背鼓長 に 對 す る 比 ， 縱 軸 は

　 　 　 そ の 個盟數 ；M ＝ 雄 ，
F ＝ 雌

第 　 3　 表

雄 1 雌

背殻 の 長 さ が 背殻 に 被 は れ ざ る 饅長 よ り長 き も の ｛瞽 5雪誉｝3湘 釧 ｛臀」耨｝92個體

1 背殻 帳 ・ 硝 殻 ・ 被 iNr ざ 襯 長 噂 ・ き も 例 ｛
殻
气：鉾

長

｝3  〃 1 轡气：欝 ｝・ t・

背殻 の 長 さ が 背殼 に 鼓 は れ ざ る體 長 よ V 短 き も の ｛耨 、雙誉｝37tt ｛聾 譜
長
｝D
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第 蔓 圖　體長 と 背殼 長 と の 成 長 臨 係 を示 す ；携軸 は 馥長 ， 縱軸 は 背i設長 ， 圓 は 雌 ，
三 角 は 雄

　背殻長 の 増加 は體 長 20mrn よ り 42mm に 至 る雌雄 に て は，絡 々 體 長 の 壇加 に 比 倒す。計

測 せ る 20Dl鵬豊に て は雄 の 軆 長は 最小 一
最大 27− 42nm 〕 に し て

， 平 均 34．9m 皿 1 な り。雛は 最

小
一

最大 2D− 38
，
2mm を示 し，ヱ

ト均 3  ．4mm に し て
， 雌 は

一
般 に 體長小 な り〔第 4 鬪）。

　肢 を有 せ ざ る體節數は割 合 に
一

定せ り。 帥 ち雄 に 於 て は 最少一最多 S− 11 節を數 へ

， 雫均

9．4節，nic ，d 巳 は 9 節 に し て
，

9 − 10 節 の 飼 體は 雄總數の 96 ％ を白む 。 雄 に 於 て は雄 に 於 ける

よ りも少 く 5− 7 節 に して ， 手均 6．6 節 ， mede は 7節 に して ，6− 7 節の 佃 體 は雌糖數の 98

％ を占む（第 4 表）。

　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 第　　4　 表

　　　　　　　　　雄 　 　 　 　 li　 　　
．
tt　 　　 　 l

肢 を有せ ざる

饐 　 節 　 數
個 　體 數

，　　　　 8
iI
　 　 　 　 g

ロ

l　　 lo
li
　　 IT

lE

3
一
イ

81

53

雄 總 數 に 1封 　　骸を有せ ざ る
　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　個 　體 　數す る 劇 合 　 體 節 數

1
雌 總 覈 に 對

　 す 　る　割 合

3　％

57．・5％

35．4 ％

1　 ％
’

合計 99

1

FO

∩
b

け

8

23660 ／

9
ρ

／2

％
rO門

’

ワ

e

／

ρタ1自

1

合 計 98

　奉天紳瓧外 苑産 の もの は ， 肢 を有 せ ざ る體節數 よ り觀 れ ば 上野博士 が 嘗 て 説p 齪 轍 概 擢 傀 s

GRUBE 　 V乱r．　 sinensis と され た る型 に屬 す。

　第 1 胸 肢 の 第 5 内枝 Fifth＝，endi 七P．は 鞭 欺 に して 長 く，

一般 に背殼 中央背稜部 の 長 さ忙 等 し
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きか 又 は稍 々 長 く， 自然の 位置に 於 て は後方 に 伸長すれ ど も尾 節に 達せ す〔ヵ ブ トヱ ビ 」即

aeguat ’i，g　P 盛 CKARD に 於 て は 鞭厭枝 は 尾節に 達 す （上 野，1925 ，
　p ．426）〕。こ の 鞭瓶 枝 の 長 さ の

　 　 體長に對す る割 合は雌雄 に 於 て 略 々 等

　 　　し く， 性 に 依 る顯著な る差異 なきが 如

第 δ 圖 横軸 は體長 の 第 1胸肢第 5 内技 に 對 す る

　　　 比 ，縦 軸 は 其 個 體數 ；M ＝雄、F ＝ 雌

し （第 5 圖）。

　雌 の 第 11胸肢 の 第 6内枝 Sixth　endite

は稍 々 楕圓形 に し て 牛球欺 を呈 し， 其

周 邊部 は稍 k 肥厚 して 緑色 を帶ぶ
。

フ

ラ ベ ラ ム Flabellumは 内枝 の 蓋 に i變じ

内側 に 少 し く凹み て 淺 き皿 歌 を な し，

5β嚢 Eg9 −sac 　（育嚢 Brood−POUGh ）　を

形成 す。奉天祚肚外苑産 の 雌 101 個 體

中 に て 卵嚢 中に 卵 を有 す る もの は 77個

體 に して
， 共等 の 體長 は最小 よ り最大 に及 ぶ （體長2  一 382mm ）。卵嚢 中に 在 る 卵は 堅 く附

着 し．叉 卵嚢外 に も多數附 着せ り。第 5 表 の 1］。．149 は其 1 例 な り。卵は球 朕 に して 赤褐色

を呈 し 直徑 0．4− O．5mm を算 し、多數の もの は 0．44mm な り。卵數 を 4 個 體に 就 を て 計算

す る に 74− 210 個 に して
， 是等の 腹部 を解剖 せ し に 4 個 體共 に 多數 の 卵 を有せ り（第 5 表 ）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第　　 5　　表

個 體 番 號 　　體　長

　 　 　 　 　 　 （n コ11コ）

卵　　 嚢（ml11 ） 卵

コIo．ユ44110

．146

】lo ．146

コ10．149

長徑 x 羅 ・ 深 ・ け 卵 剰 左 卵 碧 卵 嚢 外
・

合

3L526

，534

．529

．0

5．5x4 ．δx2 　　　　
L

　　　　g9

5x 哩x1 ．，5　　 1　　 5S

5．5 × 4．5 × ヱ．5　　 1　　 −

4．5x3 ．5 × 1．5　　　　　　 35

　　、ブ 　三 二
＿

・
．一

・
… ．

・ざ 　　91　　　　　　 ＿　
’

n
ガ
・．e ・　 1　　　　　

−

　一ゴ 73｝
−

c．　　　　一
’

i翫 143 ；，瓢 132

數
一 ．i

　　Ft＿i
1・・ ｝

　 149

・・ i
　 210

　
聾

肢 に 附 着 せ る も の ．

　尾 節 Tplson は短 く圓筒駄 に して 1 封の 長 き尾鞭を具 へ
， 中央部 に 於 け る 長 さ は そ の 最大

幅 の 孚分 よ り稍 々 短 か し。背面 は干 滑 に し て 中央部及 び 雨剣部 に 群 をな せ る棘あ りて 共數及

び 形蝦ミに 變異 を示 せ り。

　背 面正 中線 に は 3− 9 個 の 前後 に 竝 ぺ る 後 向き の 棘あ り， こ れ を 中心 と し て 尾節後縁 に 左

右 玉對叉 は 1個 の 棘 を有 し．又數個 の 徴棘は正 中線 中央部附近及 び後縁に 存す．腹面後縁 の

棘は鱗片 欺 を呈 すれ ど も， 雌 に 於 て は小 形 の 棘 な り。

　尾鞭（尾 ） C｝audta ｝ styles
，　F ” ］rcal　r且mi は 細長 に して 略 々 體長 ic等 しき も， こ れ を詳細 に 觀

察 すれ ば雌雄 に 依 りて 多 少 の 差異 を示 せ り。皀卩ち雄 に 於 て は尾 鞭 の 長 さは髏長 よ り短 き もの

多數 に し て
， 雌 に て は 尾鞭 の 長 さ は 體長よ り長 き もの 多數 を占む （第 6圃 ）。

　亥 に 大 小 の 個體に 就 て 軆長 封尾長 の 關係 を見 る に
， 大形 の 雌（110．6）に 於 て は體長 封尾 長 は

37．5 ：49．5 に して 尾鞭 の 長 さは 體長の 約 1．3 倍 に あた b．最小 の 雌（110．14）に て は 20 ：24 に
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し て 晶 長は 體長の 1．2　｛graあ7eる，最
・

大の 雄 （nQ ．74）に て は 41．5 ：37．5 に し

て ，尾 長は體長 の 約 0．9 倍 に あ た り，

最小雄 （no ．79）に て は 27 ：25 に して 約

O．9 倍に あ た り， 前 述 の 如 く雌雄 に 於け

る體 長對尾 長の 差 異は體長の 長短 に 拘

らす明か な り。

　上 野博 士 は北平 産 の 雄 に て は尾 長は

背殻 の 長きに 等 し く，南滿産の va ・
i．

S廨 酪 と され た る もの の 雌雄 に 於 て

は殆 ど體 長に 等 し と 述 べ ら れ た り

（1927 、　P．
’265）。

　尾 鞭 の 棘を觀察す る に ，雄 に 於て は

尾鞭基部 よ り尾 長の 約三分 の
一まで の

腹面 に 生 ぜ る棘は 鱗片瓶 を呈 し ， 絡末

第 6 圖　横軸 は 尾 の 體 長 に 對 す る比 、縱軸 まそ

　 　　 の 個盟數 ，
！　 ＝＝雄 ｝F ＝雌

部 に て は 腹 面内側 に 存 し小數 と なれ り。雌 iCて は棘は 鱗斤歌 を呈せ す。

　雄 の 尾 鞭の 色 は基 部黄福色 に し て 先端 に 至 る に 從ひ て 淡黄 色 と なる。 棘は 赤禍色 を呈 し基

部 の もの は濃色 な りe 雌 に て は雄 よ りも一般 に 色 濃 し。

IV ， 雌 雄 の 比

　ヵ プ トヱ ビ 科 APDdidae に て は ， 雄 の 數 は甚 だ 少 く、嘗て C ．　VON 　．SmBolD3 ）
は Ap ・us の 13

，
000

個 wa中 IZて 雄 la・319個 體 の み 麓 しとPtぺ fe・b ． 皀防 雌雄 の 比 は 40 ・堵 り・叉 v … 　S・… LD
°

tt．Bavari。 の 、産地 に て 5 年間繼績 して 數于 の 個體 繝 査 せ る も雄 を ・個 體 も發 見轄 りき」

或 る機會 に Breslau附近産 ｝026個 體 を檢し U4 個疆 の 雄 を發見せ り。．帥ち雄 は 全 個體 の 11％

に あた る 。然れ ど も翌年 に は 1％ 以下 の 雄 を發見せ りと云 ふ 。

LUB 。。。K5 ）
は 1863年 rL　R 。u 。、・ 附近 に て 探集せ る 72個體中 に て 33個體の 雄 醸 見せ り雌 雄

の 割 合は 29 ：33 に して 雌は雄 の 約 12 倍 に あ た P雌 は雄 よ り稍 々 ，多 し 。

上 野博士 に 側 τ ば和歌 山縣西 牟谿 匹富 田 村産q92 岬 呎 1 日採集）の カ ブ ト ヱ ビ 45個ceo

標 本 は總 て 雌 な りと云 ふ （1925 ， p．433）。

」．・JEzSQGEI．C ・
〔ユ921）は

一・ラ カ ブ ト ヱ 矚 の ユ 種 五酬 嘛 剛 顧 副 唹 て 雄 謝 個體

雌 巳3個醴 を報告 せ り。雌雄 の 比 は 50 ：1 とな り雄甚だ 多數 を 占む 。

奉天 敵 外 瀧 の 362個 體（用 ・
， 田 採集 の 33躙 體 と 用 ・3H 採 集の 2躙 體） 蹴 き

て 雌 雄の 割 合を見 る に ，雄 216 個體 ．雌 ユ46 個 體に し て 雌雄 の 比は 1 ：1．5 とな り，LbTBROCK

の 報告せ る場合 よ りも雄 の 個體數多 きは 注意 す可 き事實 な 軋

3） 川 村 （1918）P・218 に 依 る・

4 ）5） S 、，vvll，　G ．（19×3）　 C ・u ・taeefi，　ea，　mb ・idg・ N ・tural　Ilist・ ・y ，
・・ L　4・1・・32 に 働 ・

6）　上 野 （1925） Ol ）．L
’it．i　p．4331⊂ 俵 る．
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｝ v ・生 　　　　 ，態

　P．人 BUXTON7 ）
に 依れ ば 珈 繝 共他の 葉脚類に 於 て ，卵 の 儘數年 の 乾燥 に 耐 へ て 生存する

もの 効 ・乾燥の 驥 期 は彼等の 生存 に 必要 なる故ド鵬 が 世 界各 地 の 砂漢 叉 胖 砂漠畷
生す るは異常に 非す と云 ぴ

， 或る葉 脚類 に て は發育休止 の 卵を有す る泥が水 に 浸 り， 淺 き水

溜が砂漠 の 太陽 に 熱せ られ て 極 め て迹か に 成

長す と逋ぶ
。

　 SPENCERS）
は 中部オ ース ト ラ V ア に 方急て

，

Apus が 降雨後 2 邇 間に して 64n、m に 成長し
tt
た る を記録 せ 砂。
“

上 野博士
9）

に 依れ ば熱河省 赤峰附近 翁牛特

産 タ イ リク カ プ トヱ ビ は天然曹達 を多 量 に 含

め る張 ア ル カ リ性の 瀦留水に モ ウ コ カ ビ ヱ ビ

Eoeyeie・us ｝｝zo   o 蜘 7醐 s　U 加o と共 に 1箆息す と

云 ふ。

　 奉 天 1帥肚 外 苑 の 池は 前述 の 如 く深 度淺 き

故，水．は
．
熟せ られ 易 く タ イ リ ク カ ブ ト ヱ ビ の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 躙 水 の 源 曷せ る春 日華園 の 池 ， 第2 岡

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 に 同 じ き接所 ゴ 植物 は ミ ッ ビ ヱ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V 工124 ’3了）　〔木 場撮影〕

逑か なる成長 に 好 き朕態を示 せ し もの と思は る （永温 に 就 き て は 第 1 表參 照）。 多數 の 木種 を

第 8 同 　死 せ る タ イ リ ク カ ブ

　　 　 トヱ
「
ビ しll

−
t
）k）と モ ウ

　 　 　 コ カ ヒ ヱ ピ 及 び ヤ ゴ 、
　　　 （VII　24 ，3了） 〔木 場
　　 　 撮影 〕

發見す るは 池 の 東部 に して ミ ヅ ビ ヱ の 生 育せ る場所 な D9

池水瀏蝿 故 ・ そ の 運動状態 を觀察す る こ と 不 可 能なれ

ど， こ れ を實驗室内 に て 池 の 泥土 を入れ た る水 漕中に 飼

養觀察する に ，胸肢及 び腹肢 を前後 に 動か し て 速 か に 泥

土 上 を匍匐 し ， 泥土上 に そ の 通 過せ る跡 を印す。叉 餌 を

求 め て 水 中を自由 に 遊泳 し，稍 た 勢弱 りた る個體は 水面

に 淨ぴ て 腹部 を上 部 に 向け ， 肢 を動か せ ども前進 する こ ・

と少 し e

池水．ば 7 月 22 目の 斷水．（ポ ン プ の 故 障） に よ り24 目 に は

殆 ど涸渇 し，タ イ リク カ ブ F ヱ ビ は 蛙 の 蝌蝉 ・タ イ コ ウ

チ ・ヤ ゴ 及 び多數 の モ ウ コ カ ヒ ヱ ビ等 と 共 に 死 す る に 至

れ り・少量 の 泥水 i．1．tに賄 ほ少數 の モ ウ ＝ w ・ ヱ ビ が生

存せ り。實驗室内 に て タ イ リ ク カ プ ト ヱ ビ は 5 日以 上 の

飼育に 未だ成功せ し事 な き も ，

．
7 月％ 日探集の モ ウ コ ヵ

ヒ ヱ ビ は 今 日 （8 月ユOLD に 至 る18 日間生 存せ り。

』
これ

等の 事 實 よ り推察 する に ，タ イ リ ク カ ブ トヱ ビ は モ ウ コ

カ ビ ヱ ビ に 比 し て環境の 變化 に 封ず る抵抗 力弱 きが如 く，

．7）8）B ・ ・甑 P ・A ・（19・・23 ） Anirrコal　 lif・ i・1　dese・t
，
　 PP．・94− 95．

9） 上 驢 三 佃 ：鋤 陸 水 生 物學概論 P．154．
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温水 狹適瀝性
噌
Wann3tellotherm ”

の 動物 の 1 種 なる が如 く推察せ らる。

　 奉 天紳杜外苑の 池 は K ．Cl−A ．TLIo ）
の 云 ふ 不恆存性 astatie の 陸水 と 考 へ られ ， 上 野博士

11）
は

こ の 不 恆存 水 域 の 生 態的特徴 と し て
’
永 棲 i動物の 生活 に と つ て 最大 の 悪 條 件 を具 へ た 次 瀦で

あ る か ら何 れ もそれ に 備 へ る 肘意が あ る、動物は 水底 の 泥
．1：．ヒを匍匐 生 活す る もの が 最 も多

く， 大形 の もの で は 豐年蟲 BraOt，cibi7valiG．カ ブ トヱ ビ Apus の 如 を葉脚類 が そ の 代表 的 の も

の で あ る。
”

と逅べ られ た る 虹 該當す るが如 し e

　 ヵ ブ トヱ ビ の 棲息す る水域の 水質 に 款き ， 上 野博士 は熟河 赤峰 の 瀦留水 は ア ル カ リ性 な り

と述べ られた り。今 囘調査 せ る 奉天市剛 ：外 苑 の 池は 黄土 質粘土 を溶解 せ る略 k 中性 の 水質 を

示 す 事實 よ り推 し て ，本種は 南滿 に 於 ける ア ル カ リ性及 び 中性の 邂期 的瀦留水 巾に 棲息 し，
’
其 の 分布地 域 は今 日 まで 報告 され た る よ りも廣 き に 及 ぶ もの と思考 さ る a

　　　　　　　　　　　　　　　　VI． 摘　　　　　要

　 ユ） タ イ リ ク カ プ トヱ ビ の 棲息す る奉 天奉 天祠唯 外苑の 池 の 状態 を記載せ 匂。

　 2） タ イ リ 幼 ブ ｝ヱ ビ の 雌雄 に 債る背鍛 の 形肱 及び 色彩 の 差違 を述 べ た b。

　 3） 背殼 に 被はれ ざる體節 數は 變化 rL 富む も 雄 の 露 出體 節數 は雌 の それ よ りも少 し．

　 4） 背殻長と體長 との 割 合 を雌雄 に 就 き て 見 る に 雌 の 方 稍 々 大 な り。

　 5） 肢 を有せ ざ る體節數は 割合 に 一定 し ， 雄 に て は 雫 均 9．生篩に し て ，雌に て ぱ 66 篩な り。

　 e，） 第 1 胸 肢の 第 5 内枝 の 長 さに就 き て は雌 雄 に 放 る差 違 を認 め す ，

　 7） 雌の 第 11胸肢 の 卵嚢及 び卵 に 就 き て 記載せ りe

　 8） 尾 節の 棘は 雌 雄 に 依 b て 異 り，雄 の 腹 面後縁の 棘 は鱗片欺 を呈 す e

　 9） 尾 鞭の 長 さ は ，雄 に て は 體長 よ b短 きもの 多 く，雌 に て は體 長 よ り長き もの 多 し。 二

　10） 尾 鞭腹面 の 棘 は雌 雄 に 依 りて 相 異 り， 雄 に て は 鱗片 状 を呈す 。

　11） 奉天紳吐外苑 産 362 個 體 に 於 け る 雌雄 の 比 は 1 ：1．5 は し て 雄 の 個髏 多 L，。

　12） 奉 天乖1阯 外苑 の 池水 は 夏季 高濃 に し て 、水 は 略 々 中性 を示 し， タ イ リク カ ブ トヱ

‘
ビ の

　　　 棲息繁殖に 適 せ り。

〔附記〕 個體計測表は 多 くの 頁を 占む るに よ り本報に て は割愛す る こ と とせ ％
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